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第２５回白馬村地域公共交通会議 会議概要 

 

 

■委 員 

白馬村 副村長 横山 秋一 ○  

学識経験者   

長野県 企画振興部 交通政策課長        小林 伸行 欠 

長野県 北アルプス地域振興局長   ※代理出席 高野課長 滝沢 弘 〇 

長野県 大町建設事務所長      ※代理出席 室賀係長 木下 昌明 ○ 

長野県 大町警察署 白馬村交番所長 岡澤 浩 〇 

アルピコ交通株式会社 白馬営業所長 工藤 秀行 〇 

アルプス第一交通株式会社 代表取締役 上條 良民 〇  

アルピコタクシー株式会社 大町支社長 薄井 浩章 〇 

白馬観光タクシー 株式会社 風間 雅裕 〇  

公益社団法人 長野県バス協会  松井 道夫 ○ 

長野県タクシー協会  耳塚 喜門 ○ 

公募委員 鈴木 均 〇 

公募委員 田代 雅子 〇 

国土交通省北陸信越運輸局交通政策部交通企画課長  佐々木 凛太郎 欠 

国土交通省北陸信越運輸局長野運輸支局長 ※代理出席 高橋岳大 昆 一彦 〇 

アルピコ労働組合川中島バス支部 白河 大輔 〇 

信州アルピコタクシー労働組合 種山 稔 〇 

一般社団法人白馬村観光局 事務局長 福島 洋次郎 〇  

白馬村役場 観光課 課長 太田 雄介 〇  

白馬村役場 健康福祉課 課長 松澤 孝行 〇  

 

■事務局 

白馬村 総務課長 吉田 久夫 ○  

白馬村 総務課 企画調査係長 矢口 浩樹 ○ 

白馬村 総務課  渡邉 宏 〇 

白馬村役場観光課観光商工係長 山岸 大祐 ○  

白馬村役場健康福祉課 主幹 下川 貴彦 ○  

 

 

招集年月日 令和２年１１月２５日（木） 

招集の場所 白馬村役場３０２会議室 

開催時間 午前１３時３０分～１５時００分 
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１．開 会 

 <風間副会長> 

２．会長あいさつ（副村長） 

 

３．報告事項   

（１）令和元年度デマンド型乗合タクシー運行事業運行状況報告 

➢資料１について健康福祉課下川主幹が説明 

○昨年度実施した実証運行については想定よりも低調か 

  ➢低調であった 

○５ページの登録者数について年齢の若い方はどういう方か 

  ➢障害者や母子家庭の子供等である 

○便数別の乗車人数はあるが１便に何人乗っているかのデータがあるか 

  ➢７Pの便別の乗客数を５Pに記載されている 245 日で割り返し、１便２台で運行してい

るので２で割り返した数字が１便１台当たりの乗客数である。  

○安曇野市もデマンドタクシーを運行しているが、土日の運行が課題になっており、要望

が多い。実証運行の結果、今年度運行に取り入れたのか？ 

  ➢実証実験の結果、利用率が低かったため今年度は従来通りで土日の運行は行っていな

い。 

４．協議事項 

（１）令和２年度ナイトシャトルバス運行計画（案）について 

 ➢資料２により観光課山岸係長が説明 

 〇運賃についてカード決済等については可能か 

  ➢現金のみ 

○運賃が昨年から 1.7 倍の 500 円になり、タクシーを４人で利用した金額と違わない感覚

である。これでは高くて利用者が増えないのではないか 

➢運賃は１日券となっているので、１日 500 円で何回でも乗れる設定になっている。 
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○何回乗っても 500 円というのはタクシー業界としては危惧する。しかしナイトシャトル

バスも相乗効果があるため、なくては困る。今後は検討委員会の中にタクシー事業者も

入れてもらえないか。 

 ➢タクシーと共存共栄を意識している、検討委員会にタクシーの２者にも今年は来ても

らった。来年度以降も入ってもらうようにしたい。 

そもそもこの会議は民間を脅かさないために作った会議であるため、業態を侵さない 

ことが鉄則である。 

○想定以上に利用者が落ち込んだ場合、途中でバスを走らせなくすることはあるのか 

 ➢定時低路線で走らせるためそのようなことはない。 

○現時点でバスの乗車率をどのくらいにするか。また、感染対策について決まっているガ

イドラインはあるか？ 

  ➢具体的なガイドラインはないが、消毒、体温測定、マスク着用、換気の徹底は行う。

事業者にも呼びかけていく。また、告知の段階で PR していきたい。 

 

【挙手全員で計画は承認された】 

 

５．その他 

 ○公共交通に関する全般を協議する場であれば 

 １）グリーンシーズンのシャトルについては中間報告があるべきではないか。 

 ➢観光局の実施する事業であり村が実施する事業ではないため報告はしていないが、要望

があれば報告することは可能である。 

 ２）スクールバスの中間報告については 

 ➢コロナの関係で試験運行の開始が遅れた。11 月 2 日にスタートしたばかりのため、まだ

データがない。今後報告ができればと考えている。 

 ３）公共交通網形成計画の進捗状況について 

 ➢現在、策定された計画に沿って検討を進めている。検討には試験運行の結果を反映させ 
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たり時間が必要である。現在実証中のためもう少し時間をいただきたい。 

６．閉 会 

<風間副会長> 

 

１５時００分終了 


